


　本書は、平成 28年度に大分市教育委員会が実施しました埋蔵文化財の発掘調査、および関連事業の概要を報告したも
のです。
　近年、文化・芸術を中心にまちづくりを進めるなか、地域に受け継がれてきた文化財や伝統文化の保存・活用に努め、
着実に次世代へ継承していくことが重要となっています。教育委員会では、本市の基本的な政策のひとつである「豊かな
心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり」の実現にむけ、様々な取り組みを行っています。
　平成 28年度は特に、大友氏館跡庭園域を中心に確認調査を進め、16世紀後半の園池跡北東側の構造解明が行われ、
復元整備に向け、貴重な成果が得られたところです。また、広く市民が学習・交流を深める機会としてシンポジウム「日
本ではじめてのキリシタン・南蛮文化が薫るまち　おおいた　～我がまちの魅力発信と日本遺産に向けた取り組み～」を
開催し、岐阜市から講師を招いての基調講演とパネルディスカッションを実施いたしました。
　さらに、府内城・宗門櫓復元公開活用事業では、宗門櫓の修理を実施するにあたり、先行して確認調査を実施し、遺跡
見学会を行うなど、文化財の公開活用にも積極的に取り組んでまいりました。
　今後も文化財の保存・活用・継承に努め、文化・芸術を生かしたまちづくりを進めてまいりたいと考えております。
　最後になりましたが、日頃より本市文化財行政にご理解とご協力を賜っております皆さまに対しまして心から感謝申し上
げます。
　
　平成 30 年 3 月 15 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　三浦　享二

１．本書は大分市域において大分市教育委員会が平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日の間に行った埋蔵文化
財に関する発掘調査及びこれに関連する事業の内容についてまとめた概要報告書である。

２．平成 28 年度における調査地点は、第 1 表及び第 2 図に示している。
３．本書の執筆は担当者が分担して行い、文末に執筆者名を記している。
４．第 5 章の受贈図書目録は、平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日の間に大分市教育委員会文化財課に受贈

された書籍等を掲載した。なお、受贈図書目録の作成は文化財課嘱託職員荒木伴世による。
５．本書に掲載された遺跡調査の資料整理は、調査担当者をはじめ、大分市教育委員会文化財課嘱託職員及び臨時職

員が行ったものである。本書掲載遺物の実測・トレースは荒川和哉・荒木伴世が行った。
６．本書に用いた方位はすべて座標北（G.N.）である。掲載図中の座標は、特に断りがない限り、世界測地系の平面

直角座標Ⅱ系の X・Y 座標を基点として表記している。ただし、大友氏館跡、中世大友府内町跡、城原・里遺跡
は、日本測地系の座標値にもとづく。

７．本文中に掲載した現場写真は、各調査担当者が撮影したものである。
８．本書の編集・構成は、荒木伴世及び各調査担当者が行った。
９．出土遺物及び調査の記録・資料は大分市埋蔵文化財保存活用センター（大分市大字田原 337 番地の 5）に保管

している。
10．遺物の法量に関しては、各遺物実測図の上部に、口径 - 器高 - 底径の順に記載している。なお、瓦・石製品・鉄

製品に関しては、長さ - 幅 - 厚みの順に記載している。単位は cm である。
11．大友氏館跡・中世大友府内町跡で用いた出土遺物の分類及び年代観は、右記の図及び文献を参考にしている。
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　平成 28 年度に大分市教育委員会が実施した
発掘調査（本調査）は 20 件、合計調査面積は
10358.75 ㎡である。このうち、大分市の公共事
業によるものが 9 件 5151.5 ㎡、国庫補助による
市内遺跡確認調査が 6 件 3871 ㎡、民間開発に伴
う事業が 5 件で 2006.05 ㎡であった。市内の地
域区分でみると、発掘調査（本調査）20 件中 12
件が大分地区（地域 A）で行われた。
　一方、開発事業に伴う確認調査・立会調査は
51 件であった。確認調査が 29 件、立会調査が
22 件である。立会調査については、大半が個人住宅建設の浄化槽設置に伴う立会調査である。
　地域別件数では、浄化槽設置工事を含む民間開発や公共工事など開発が集中している大分地区（地域 A）が 21 件
41％、鶴崎地区（地域 E）が 19 件 37％と両地域でおよそ 8 割を占めている。その他は坂ノ市地区（地域 G）で 7 件、
稙田地区（地域 B）・大南地区（地域 C）が各 2 件となっている。

第１表　平成 28 年度発掘調査一覧表   ※濃いトーン：公共事業調査 / 薄いトーン：国庫補助調査

第 1 図　大分市地域区分図

第２章　平成 28 年度発掘調査概要
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第２表　平成 28 年度確認調査・立会調査一覧表
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第２図　平成 28 年度発掘調査位置図（番号は第 1 表の No. と対応）

第３図　報告対象遺跡位置図（1/50,000）（番号は第３章の掲載順）

第２表　平成 28 年度確認調査・立会調査一覧表
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　2 点目に、館 16 次調査で確認されていた館 16SX075（第６図　井戸跡１）の性格を明らかにし、館Ⅴ期庭園との
関係性を検証することである。館 34S001（館 16SX075）を精査したところ、規模は直径 2 ｍほどで、深さ 1.6 ｍ
以上を測り、出土遺物に薄手の京都系土師器片等があることから、16 世紀中葉以降と考えられ、館Ⅳ期〜Ⅴ期にか
けての遺構である。遺構の深さ等の状況から井戸跡と考えられる。遺構内には、人頭大礫と拳大礫が充填するような
状況であった。この井戸跡は時期的にも館Ⅴ期庭園と重複する時期と考えられ、館Ⅴ期園池跡では、中央北辺に接続
して南北に延びる「北溝」がちょうどこの遺構の近くまで延びていることになり、北溝内の土壌分析の結果、一時的
に滞水し、その後水が流れていることが判明していることから、この井戸跡との関連がうかがえる。さらに、館 16 
SX075 西側には、拳大礫が平面的に貼り付けられた状況で検出されており、館 16 SX075 の周辺にはこのような礫
敷きが広がっていたことも想定される。
　3 点目に、館 12 次調査で確認された館 12SX202（第６図　小池）の平面プラン及び性格の確認である。平面プラ
ンは不定形な楕円形状で、規模は長軸 9 ｍ、短軸 3.5 ｍ、最大深 0.3 ｍを測る。出土遺物は 16 世紀後半の京都系土
師器片等があることから、館Ⅴ期の遺構であろう。遺構の性格は、珪藻分析から滞水していたことが確認され、平面
プラン等の状況から池状遺構の可能性が高いと考えられる。

３. まとめ

　以上、館 34 次調査では、園池に関わる水源や建物跡、さらに新たな小規模の池状遺構が確認されたことにより、
16 世紀後半の園池跡北東側の構造が明らかになったといえる。なお、平成 29 年１月 31 日付で、庭園域の本報告書
を刊行した。（五十川）

第６図　庭園遺構関連配置図（1/700）（大分市教育委員会 2017『大友氏館跡』２より）

１. 調査の概要

　調査区は、大友氏館内南東部に位置する庭園域にあたる。（第５
図　大友氏館跡調査地点位置図を参照）館 34 次調査の目的は 3
点ある。
　1 点目に、園池跡北東側に隣接する未調査地を中心に建物跡関
連遺構の有無を調査することである。特に、検出された館 34S002
（館 12SX001　第６図　整地跡３）を精査したところ、規模は東
西軸 10 ｍ、南北軸 4.5 ｍの長方形状を呈することがわかった。出
土遺物がかわらけ小片と鉄滓片のみであるため、遺構の時期の詳
細は不明である。しかし、館 12SX001 は厚手の京都系土師器皿片
を出土する土坑に切られていることなどから、16 世紀代の可能性
が高い。この遺構の性格は、その埋土の状況、プランや規模等か
ら掘り込み整地の可能性が考えられる。この遺構が館Ⅴ期の掘り
込み整地と考えると、園池北東部にも園池と関連のある建物跡の存
在が十分に考えられる。

第３章　主要な埋蔵文化財発掘調査概要及び調査報告
１　大友氏館跡　第 34 次調査（概要）

第４図　調査地点位置図（1/5000）

第５図　大友氏館跡調査地点位置図 (1/2000)

調査面積　540 ㎡　　調査期間　16.6.24 ～ 16.11.10　　地域　A　　調査担当　五十川雄也
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